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シ来ル。全身及局所：： fliJ ~~；・ ノ苦痛ナク、歩行叉者二文ナシn 局所ハ膨降セノレ外ハ護赤、浮腫、
~痛等会クナシn 1'1年8月駆微妙法ヲ交ケシ事ア）J,モ．何等効果ナカリシト云フ内
現在所見。営養ハ良好ノ方デ骨骨目。（局所・ヲ除ク）、皮明、制町、頭部ニハ!Ji＃：：述ベル事ハ
ナイ。脈叫ハ正調デ 1介Im約 90.大サ、緊張笥ハi正常デア｝J,n ［＼民＝於テ結膜．角膜＝異常
ナク. 11 デハ粋g~~、白等ニ費化ナク、角膜炎トヵ Hnkhinson 氏被I トカハ認、メラレナイ。
顕部ノ淋巴腺2-3ヲ欄レルガ扇京大デ仮！クナイ。胸部ニ於テ心臓ノ濁音界、心音＝費化ナ
ク. )Jrli ニハ何蕗ニモ濁音ナク、 nr~反者ニ又正常デア JI..-。腹部ハ問診上費化ナク、禍診土肝臓
J大サ及硬度ハ正常デアツテ、 nw臓及腎臓ハ1関レナイ。
局所々見。右側鹿骨ノ中央カ市i1）方＝紡錘！U~ ニ－＇f'iH ：：突 tH シテf苫ル内超鷲＃I•ト』ミデ．皮膚＝




















































































ナツタノデ有ザマシテ、！完:il：＂ノ 1車広 ト異リ、慢性繊維’性骨炎 （Ostitisfibrosa chro1山 1¥)
トモ階スベキモノデ有リマス。此ノ’f'J・出）毘ノ新鮮部ハ往々巨大細胞肉！毘様デ有リマスガ、
陳醤部ヲ検索シマスト、合梁 （Kuochenbn.lken) ハ織維性膜ヂ被ハレテ居Jレノデアリマ





























‘ サ切1添削＼＝移耳目ス ）＼； ＝、'M骨ノ上下雨捜切削ノ骨髄佐内へ上下共約0.5糎宛 入スルヲ得。
E聖母シ置キタル骨膜ヲ以テコレヲ保護スルヲ得タリ。（第3闘参照）
切除セル婆腫ハ長サ10~：却、 j百l問 12糎、紡錘形＝シテ、此レヲ縦断スルュ内部ハ均等ナル
肉様ノ；極メテ柔軟ナル淡赤色物ヲ以テ渦・サレ府タリ。組織検脊ヲ行ヘバ恐クハ肉臨ナルベ
シn （以上〉
